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季節のご挨拶

１１月に入ると早朝の気温が、急に寒くなって
きました。暖房器具や、こたつを出しておられる
ところも、増えてきたのでは、ないでしょうか。

庭も、秋明菊や大文字草の花盛りから千両等が
赤く色づくようになってきました。

モニュメント前には、蕎麦畑があり、雪化粧の
富士山の前を飾ってくれました。［右写真］

さて、３４号は、自主防災関連の記事がメイン
になりました。大災害時は、自分達で、家族と
地域を守らなければならないことを各地の大災害
で学ばせて頂きました。
ここダイヤランドでも、同じと思います。

ご近所とコミュニケーションを取り、知恵を出し合って、各自がどんな役割でも
こなせるように準備をしておきたいものです。最終ページに、今後の区民の会関連の
行事表を添付しましたので、ご参加の参考にしてください。
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１０月２８日（日）に第３回「区民の会」定例会が開催されました。その報告内容です。

通常、定例会は、本部役員／地区幹事／地区班長が集まり、本部役員席と地区
（１０地区）をブロックに分けて席を作り、そこに幹事さんと班長さんが座って、
会が進行します。

Ａ．平成２４年１０月度 函南町区長会報告 １０／１５開催時の報告内容

Ａ－１．町などからの依頼事項

１）「防災・耐震セミナー」の開催（総務部）
日時 ： 平成２４年 １１月２５日（日） 午後１時～
場所 ： 函南町役場 ２階 大会議場
演題 ： 「突然起きる大地震 東海地震は、すぐそばに 対策は！」
講師 ： 原田賢治氏（静岡大学 防災総合センター 准教授）

中島幸子氏（中島建築設計事務所 代表・建築士）
＊建築専門家による「住宅の耐震化に関する相談会」があります。
参加申し込みが必要です。
申込先（名前・住所・電話番号・参加人数を下記へ）

電話 ０１２０－５７８－５４４
FAX ０５４－２５７－６６４１
E-Mail bou_sui2004@yahoo.co.jp

２）新年初顔合わせ会の出席者について（お願い）（企画財政課）
日時 ： 平成２５年 １月 ５日（土） 午前１０時～
会場 ： 函南町 中央公民館
出席者名簿の提出 ：H ２４年 １１月 １５日

３）町表彰条例による表彰者の内申について（企画財政課）
功労表彰：①町長・副町長・教育長の職に４年以上在籍

②町議会議員又は委員の職に８年以上在籍
善行表彰：①公益に関する事業に、顕著な功績があり、住民の範たる者

②町の公益の為、多額の金品を寄付し又は奇特の行為があった者
③その他特に住民の模範となるべき者

提出期限：Ｈ２４年１１月１５日

４）平成２４年度まちづくり「ブロック懇談会」（企画財政課）
（町長と語ろう）
日時 ： 平成２４年１０月２６日（金） 午後７時～
会場 ： 農村環境改善センター
対象地区：丹那・畑・ダイヤランド・エメラルド・六本松・田代・軽井沢

鬢の沢・細山・奴田場の１０地区
出席者 ：各地区より３名

ダイヤランド：中村／奧田／川原（仕事で欠席）

Ａ－２．その他（区民の会掲示板に掲示）
①ポスター 「第３６回かんなみ商工まつり」（函南町商工会）
②ポスター 「児童虐待防止」（福祉課）

１－１区長会／報告及びお知らせ ・・・・・・・・ 区長 中村圭一

１．平成２４年１０月度「区民の会定例会」の件
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Ａ－３．配布物（区民の会掲示板に掲示）
①「知事広聴 平太と語ろう」チラシ（静岡県広報部）

日時 ： Ｈ２４年 １１月２０日（火） 午後１時３０分～
場所 ： 静岡県総合健康センター ホール

三島市谷田２２７６
（三島社会保険病院となり）

傍聴の申込が必要です。（Ｈ２４年１１月１３日まで）
申込先：静岡県企画広報部知事戦略局

住所 〒４２０－８６０１
静岡市葵区追手町９－６

電話 ０５４－２２１－２２３５
E-Mail kenminnokoe@pref.shizuoka.lg.jp

②自主防災 No.83（県危機情報課）
③丹那小だより １０月号（丹那小）

Ｂ．会議・催事等への出席状況
Ｂ－１．丹那小学校「運動会」

日時 ： 平成２４年 ９月 ２９日（土）
場所 ： 丹那小学校 グランド

Ｂ－２．ふれあい広場
日時 ： 平成２４年１０月２１日（日）午前９：００～１２時
場所 ： 函南町役場 駐車場及び社会福祉センター
内容 ： ①社協協力団体及びボランティアによるＰＲブース、出店

②区コミュニティーによる作品展示 等

Ｂ－３．管理会社との連絡会
日時 ： 平成２４年 １０月１７日（水）午前１０時～
場所 ： 管理会社 会議室

テーマ「緊急車両（救急車・消防車）の誘導について」

現在、ダイヤランド内で救急車等の出動要請があり、要請者又は消防署より
管理センターに誘導依頼があった時、管理センターは、第１警備所から現地まで
誘導をしていましたが、住民の方より「民間の車が誘導することは、法律違反
ではないか」というクレームがありました。
田方消防署長は、「今後は、出来るだけ誘導無しで運行したい」との意向を
示されました。

今後は、救急車等の出動要請をされる場合は、ロット番号ではなく、正規の
住所をお知らせ頂きたいとのことです。
ロット番号は、救急車両等のナビシステムでは、検索できないとのことです。

自主防災関係は、後でまとめて報告します。

１－２部会報告
自主防災会 ・・・・・・・・ 会長 西村明男
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１）防犯灯／道路整備の要望書提出の件
１０月末までに提出願います。１１月１５日に役場に提出します。
現在、７物件提出されています。

１）夏祭りの売上について
「野良猫を考える会」の予算に充当

２）秋のフリーマーケットでの売上
「野良猫を考える会」の予算に充当

３）野良猫が増えているところを教えて欲しい。
連絡先：奧田まで 電話 ９７４－０３４５

又は、電話番号記入の上投書箱へ

４）１１／１の函南ウオッチング
現在参加者 １０名 なので、参加者募集しています。

５）１２／１「アマチュア音楽家のための発表会」を開催します。
詳しくは、お知らせコーナーで

６）１１／１８（日）「秋のクリーン作戦」開催のお知らせ
詳しくは、お知らせコーナーで

１．会報３４号の発行の件

発行日 １１月１５日を予定
内 容 １）１０／２８定例会の報告内容

２）自主防災関連のお知らせ
３）管理会社の平成２４年度の環境整備事業計画と作業状況
４）お知らせ、等

広報部会では、会報でお知らせできる情報を求めています。

区民の会会員へのお知らせ事項等がありましたら、連絡下さい。

発行回数は、少ないですが、ダイヤランド区民の会の会員の方は、目を通して
頂けると共に、記録として残ります。

連絡先 広報部会 川原徳重 宛

電話／ＦＡＸ ０５５－９７４－１５４２

E-Mail kwhr1093@tauep.plala.or.jp

幹事会／定例会で手渡しでもかまいません。

１－２部会報告
環境整備・交通安全部会 ・・・・・・・・ 部会長 郷 千恵子

１－２部会報告
環境美化・文化部会 ・・・・・・・・ 部会長 奧田伸江

１－２部会報告
広報部会 ・・・・・・・・ 部会長 川原徳重

会報 ダイヤランド区民の会 第３４号（２０１２年）



- 5 -

平成２４年度 諸経費進捗状況

平成２４年９月３０日現在 ダイヤランド区民の会

項目 年間予算 半期実績 年間余裕 比率

⑤会議費 80,000 48,855 31,145 61.1%

⑥事務用品費 50,000 8,868 41,132 17.7%

⑦印刷費 100,000 86,752 13,248 86.8%

⑧交通通信費 20,000 0 20,000

⑨謝礼金 40,000 34,000 6,000 85.0%

⑩地区活動費 300,000 300,000 0 100.0%

⑪幹事活動費 250,000 0 250,000

⑫防災訓練費 100,000 0 100,000

⑬防災整備費 200,000 0 200,000

⑭会報発行費 250,000 110,315 139,685 44.1%

⑮環境整備・交通安全 50,000 3,500 46,500 7.0%

⑯環境美化・文化 40,000 15,634 24,366 39.1%

⑰無線積立金 100,000 0 100,000

⑱保険料 100,000 96,450 3,550 96.5%

⑲予備費 0 0 0

⑳その他雑費 0 0 0

総計 1,680,000 704,374 975,626 41.9%

１）区民の会の入退会・変更届け用紙のお知らせ

①ダイヤランドへ、入居される方や転居される方は、管理センターより
区長へ連絡がありますので、区長より班長さんへその連絡がいきます。

②その後、班長より、区長へ届け書を提出。

１－２部会報告
会 計 ・・・・・・・・ 責任者 河野功二

１－２部会報告
総務部会 ・・・・・・・・ 部会長 中村圭一
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１．環境整備費運営委員会の件（１２月初旬に開催予定）
テーマ：①森の里レストランの運営方法の問題

②環境整備費の会計処理法の検討

１）「森の里レストランの運営方法の問題」
目標：①赤字を少なくする。

赤字を少なくすることで、捻出できた費用で、別の事業に補填する
例：水路の整備（４０年経過し、老化箇所が多くあるため）

②森の里の位置付けをどのようにするのが良いか
（外部委託等を含め、調査している）

２．１０／１９（金）森町長との面談での件（３０分間）
中村区長として、申込をして実施された。

テーマ：①ヘリポートの問題
１０／２６（金）現地視察有り
函南町防災担当＋消防署ヘリコプター担当で視察、打合せ
「ドックラン」を整地して対応する案あり

会長・本部役員の選出については、従来、「会長職」は、前任者が後任者を、
「本部役員職」は、新会長が選任するという形で実施してきましたが、引き受け手
を探すことが難しく、この方法で継続することは、既に限界であると考え、昨年来
選出方法について検討を進めて来ましたが、良案が無く、本年度は、暫定策として
平成２３年度役員に留任して頂き、１部新役員を補強した形で、運営してきました
が、来年度以降の会長・本部役員の選出方法について、以下のように提案致します。

１．１０地区を、２つのグループに分け交互に輪番で担当する。

Ａグループ（奇数） １，３，５，７，９地区の方全員が対象です

Ｂグループ（偶数） ２，４，６，８，１０地区の方全員が対象です

のＡ，Ｂ、２つのグループに分けて交互に交代で、年度担当する（輪番制）

２．「役員選出委員会」の設置
各グループ（Ａ，Ｂ）毎に、地区幹事を委員として「役員選出委員会」を編成
する。この委員会にて次年度の「会長」・本部役員」の選出を行う。

３．会長の選出
年度担当グループ「役員選出委員会」にて来年度の「会長」を選出する。
次年度担当グループ「役員選出委員会」は、次の年度（再来年度）の会長候補
として、「副会長」１名を選出する。（副会長は、自主防災会長を担当する）
会長、副会長の任期は、２年／２期を原則とする。

４．本部役員の選出
本部役員（自主防災会長を除く）は、原則として年度担当グループより選出
但し、「役員選出委員会」の認める適任者がいる場合は、優先を妨げない。
本部役員の任期は、会長任期と同様、原則２年／２期とするが、留任を妨げない。

５．本部部会委員について（自主防災会を除く）
各部会委員は、区民の会会員有志により、編成する。

１－２部会報告
特別委員会 ・・・・・・・・ 委員長 中村圭一

１－３その他
来年度会長・本部役員の選出方法について（案） ・・・会長 中村圭一
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平成２５年度 会長の選出について（提案）

１．平成２５年度の年度担当グループは、Ｂグループ（2,4,6,8,10 地区）とする。

Ｂグループとした理由：歴代会長の所属地区は、Ａグループが多い。

歴代会長の所属地区

時期 氏名 在任年度 所属地区 所属ｸﾞﾙｰﾌﾟ

初代 西村明男 平成１６年度 ４ Ｂ
１７年度

第２代 西村輝男 平成１８年度 ５ Ａ
１９年度

第３代 森好生 平成２０年度 １ Ａ
２１年度

第４代 中村圭一 平成２２年度 ３ Ａ
２３年度
２４年度

２．タイム・スケジュール
①選出方法の決定予定 ・・・・・平成２４年 ９月 ２３日（日）

②会長・副会長の選出予定 ・・・平成２４年 １０月３１日（水）
遅くとも、Ｈ２４年１２月中旬までに決定する。）

③本部役員の選出予定 ・・・平成２４年 １０月３１日（水）

注記：上記の様に設定しましたが、役員選出委員の第１回打ち合わせを１１月
前半に実施する予定。
・奇数グループ（Ａ）の音頭取りは、西村明男さん
・偶数グループ（Ｂ）の音頭取りは、中村圭一さん

参考データ：各地区の区民の会会員世帯数（H24/5/22 の資料より）

Ａグループ Ｂグループ 備考 班数

地区名 会員世帯数 会員世帯数

１ ６８ 森好生氏 ５

２ ６７ ５

３ ９１ 中村圭一氏 ６

４ ９１ 西村明男氏 ９

５ ９０ 西村輝男氏 ７

６ ７３ ６

７ ６６ ４

８ ９３ ９

９ ９１ ８

１０ ６８ ５

合計 ４０６ ３９２ ６４
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１．ダイヤランド自主防災会組織案
１．はじめに

ダイヤランド区における自主防災組織は、「ダイヤランド区民の会」が発足
する２年前の２００１年に「自主防災会」として発足しました。そして、
２０１０年より、「自主防災会」の会計が区民の会に組み込まれて運営される
ことになりました。

しかし、その組織としての活動は、２００９年頃迄は、会員に対して役割を
決めて活動していましたが、その後、救護班以外は、決まった組織活動が無く
なりました。しかし、昨年の東日本大震災をはじめ、多くの災害を身近に経験
し、その経験者の話を聴くに付け「地域の自主防災組織の必要性」を役員幹事
班長と多くの人が感じられたことと思われます。

そこで、改めて、ダイヤランド内にも再度、自主防災組織を作る必要があると
いうことになりました。

自主防災組織を作るにおいて、ダイヤランドは、１０地区に分かれていますが、
地区別の特徴があるため、地区別でその組織を作り、災害時その組織と本部との
連絡を連絡係が対応するというのが良いのではないかという案に沿って、まず
組織案を検討することになりました。

ダイヤランド区 １地区 各地区に
函南町役場

自主防災会本部
・情報班２地区

・防火班
３地区

・救護班

４地区 ・給食班

５地区
を作る

６地区

７地区

８地区

９地区

１０地区

２．災害の定義

災害対策基本法第２条第１号には、次のように定義されています。
「暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、その他の異常な自然
現象又は、大規模な火事、もしくは爆発その他その及ぼす被害の程度において
これらの類する政令で定める原因により生ずる被害をいう」

２．自主防災関連 ・・・ 自主防災会 西村明男
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３．ダイヤランド内での活動の基本

「実施できる能力（体力／対応力／地区資材「防災倉庫」）の範囲内での実施。
活動は、長引くので、決して大きな無理をしないように心懸ける」

４．ダイヤランドにおける災害時の基本的な対応策

１）自分の命は、自分で守る。

２）災害時のダイヤランドには、２週間位は、救助救援は来ない覚悟をしておく。

３）災害時は、落ち着くのを待ち、家族の安全を確認し、通路を確保することを
まず実施する。

４）住宅内は、地震等の災害に備えた準備をしておく。

５）ダイヤランドでは、災害時でも大きな被害に遭わない限り、自宅で生活でき
るように、①防災対策、②備蓄品、③非常持ち出し品等を必ず準備しておく。

６）家が半壊、全壊したところに対しては、避難場所となるところを決め、
避難する。

７）地区内の身体障害者、病気の人（避難困難者）を予め調査をして、災害が
落ち着いた後、班長等が対応できる救護班と共に訪問して、状態を確認し
状態に応じた作業に移行する。

５．ダイヤランド地区での防災組織案
（２００８年度の自主防災業務分担表を基本にして一部分付加）

１）地区幹事・・・①幹事は、役員会のメンバー、防災事業内容の決定権を持つ。
②地区内班長・副班長・防災員・防災倉庫鍵保管者と連携し

地区内の掌握と災害時に地区全体の創成と本部への連絡を
担当

③本部と連携し集合場所の統制管理をする。

２）地区班長・・・①地区幹事と連携し班内実態の掌握と自主防災会に対する
副班長 意見の収集

②災害時の安否確認
③被害状況確認と幹事への報告
④伝達資料の配付
⑤副班長は、班長を補佐する。

３）防災員の業務分担案
・情報係・・・班長・副班長が本部との情報収集と伝達を担当する。

＊活動開始は、災害が落ち着くのを確認した後の実施を希望。
但し、災害が落ち着き、自宅内の通路を確保した後とする。
状況に合わせて、救護班の協力可能な人と行動を共にする。

・防火係・・・防火・消火・救出の役割を訓練時、災害時に担当する。
＊活動開始は、災害が落ち着くのを確認した後、実施を希望。

・救護係・・・救護・誘導の役割を訓練時、災害時に担当する。
＊活動開始は、災害が落ち着くのを確認した後、実施を希望。

避難困難者の調査に班長と共に当たる。

・給食係・・・給食・給水・生活品配給の役割を訓練時、災害時担当する。
町から配給等が開始されると設定された内容に基づき活動を
開始する。

会報 ダイヤランド区民の会 第３４号（２０１２年）



- 10 -

２．自主防災会アンケートの結果
ダイヤランド区民の会会員を対象としたアンケートを皆様の御協力により実施する

ことができました。対象８１５世帯に対し回答頂いた世帯数は、３６３世帯で、回収率
は、４４．５％でしたが、回答の内容は防災について真剣なお気持ちが反映されており
大変貴重なご意見も数多く頂きました。
アンケート結果について以下報告します。

１．各戸の災害対策について（複数回答）

No 回答内容 回答世帯数 回答率（％）

① 水、食料の備蓄準備 ２７１ ７４．７

② 非常持ち出しの準備 １９７ ５４．３

③ 家具転倒防止対策の実施 ２０５ ５６．５

④ 消火器の設置 １９９ ５４．８

⑤ 建屋の耐震化対策 ９５ ２６．２

２．防災訓練に参加について

No 回答内容 回答世帯数 回答率（％）

① 参加したことがある ２４６ ６７．８

② 参加したことがない ９７ ２６．７

③ 今後参加したい ２９ ８．０

３．訓練参加の目的について

No 回答内容 回答世帯数 回答率（％）

① 災害、防災について情報を得る １９６ ５４．０

② 近所の人と知り合いになる １１０ ３０．３

③ 訓練を経験する １６８ ４６．３

④ 消火栓、防災倉庫の確認点検 １５１ ４１．６

４．自主防活動への参加について

No 回答内容 回答世帯数 回答率（％）

① 参加できる １７９ ４９．３

② 参加できない 理由：高齢のため ５５ １５．２

病気のため ３８ １０．５

その他の理由 ８２ ２２．６

５．参加する場合お願いできる役割について（複数回答）

No 回答内容 回答世帯数 回答率（％）

① 情報係 ９８ ３３．４

② 防火係 ６７ ２２．９

③ 救護係 ５７ １９．５

④ 給食係 ７１ ２４．２

会報 ダイヤランド区民の会 第３４号（２０１２年）
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６．「要支援家庭として登録を希望する」について

No 回答内容 回答世帯数 回答率（％）

希望する ９０ ２４．８

理由：高齢で１人暮らし ３６

障害がある ２２

子育て家庭 ２

その他 ３３

７．配布先限定の地区班名簿への電話番号の有無について

No 回答内容 回答世帯数 回答率（％）

① 記載しても差し支えない ３１６ ８７．１

② 記載しないでほしい ４７ １２．９

８．アンケートに関するご意見・・・・・３．に記載しています。

以上ですが、アンケート結果詳細（地区別・班別の回収率やアンケート結果等）は
各地区の幹事さんのところにあります。関心をお持ちの方は、お伺い下さい。

３．自主防災アンケートでのご意見から（要旨、個人事情は除く）
地区名 ご意見

１地区 ・災害が起きても家を離れることは難しい。
・２人の身を守ることで精一杯
・防災倉庫の鍵の所在、内容の明示（看板で）
・自主防組織が、シリキレトンボにならないよう、継続が大切

２地区 ・自主防体制の実質的な再構築を（草創期の体制）
・災害時に責任を班長に押しつけるのではなく、全員が関心を持つべき

３地区 ・ガスボンベ固定の確認
・第４警備室前の道路を熱函道路まで広くしてもらいたい。町は区民の会

の要望があれば可能と言っている。
・班単位で名簿を作成して配布を
・広域避難場所をダイヤランド内に
・名簿の管理方法を明確に
・地区・範の範囲を教えて欲しい。最近自主防活動が活発になった。
・家屋が崩壊した際、具体的な避難場所を明示して欲しい。
・コミュニティへの参加意識が低い、自己責任で防災対応するしかないか

４地区 ・訓練参加者が増えてきた。参加者の意見を聞いて企画検討すべき
・こうした呼びかけを待っていた。非常時の障害者への援助宜しく。
・組織の維持が大切
・若手不在、組織を過大にせず、身の丈に合った活動可能な組織に
・行政上認められた自主防本来の形になって結構

５地区 ・登録された要支援家庭への対応はどうするのか
・防災対応の役割（特に本部）は、最低３年間は替えない方が良い。
・参加者を増やすには、訪問して意見を聞く方が良い。
・従来の自主棒が破綻した原因を検証しないまま、再組織を検討される

ことには、不信感が残る
・自然災害の場合ダイヤランドは、孤立化する。ヘリポート設置を望む。
・障害者に声かけして欲しい。
・災害時の避難場所を早急に決めて欲しい、建屋がなければ空き地テント

でも。
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地区名 ご意見

６地区 ・活動への参加は、内容を聞いてから判断したい。
・活動への参加は、期間を決めて欲しい（１年～２年等）
・近くに消火栓が無い。全地区見直しが必要。

７地区 ・住居を離れることが多い。常住するようになったら協力する。

８地区 ・エメラルドタウンのように住宅地図にロット番号だけでなく氏名（苗字）
が記載されている地図を配ればよい。

９地区 ・管理費を支払っているので、管理会社にお願いします。
・高齢者が多い地域なので自主防に多くを望むのは、基本的に無理がある

10 地区 ・１０地区会合で提案した全地区で１つの組織を作らず、地区別に幹事・
班長が防災役を兼務する組織とする方が有効と思う。

４．ダイヤランド自主防災会の課題 ・・・・区民の会会長／自主防災会会長

１．自主防災会組織について

今回幹事会・定例会において、審議頂き、地区別の自主防組織を中心に全体を
再編成することに致しました。
組織の概要とそれぞれ分担と役割については、「ダイヤランドの自主防災組織案」
に示しました。尚、区民の会の組織や連絡網については、本年６月１５日発行の
「区民の会」会報３２号に詳しく記載されています。災害時には、これが、そのまま
役に立ちます。（会報を捨てずに保存してください。また、区民の会のホームページ
にも、１号からの会報を掲載していますので、参照して下さい）

２．地区班の組織について

今回の再編で災害対策・災害時の対応には、各地区・班が重要な役割を果たす
ことになります。ご自分がどの班に属すのか、幹事さん、班長さんに必ず確認される
ようにお願いします。
尚、各家庭に地区班の場所・区域・連絡方法等を記載した「災害マップ」 を配布
することを検討しています。

３．自主防災活動への参加のお願い

今回のアンケートで回答して頂いた３６３世帯の内、１７９世帯の方（４９．３％）
が自主防災活動に参加できると回答して頂きました。

従来ダイヤランド住民は、こうした活動への参加意識が低く、又区民の会の役員
・幹事・班長を引き受けて頂く方も少なく、日常の活動も災害時の減害活動準備も
心細い状態でした。しかし、最近になり、自然災害が身近に感じられ、地域で協力
して事に当たろうという気持ちが少しずつ強くなりつつあるのではないでしょうか。

まず、「顔見知り」になることが、協力して作業をすることの基本だと言われて
います。一人でも多くの方が活動に参加頂くことを期待しています。

４．その他の課題

ダイヤランドの自主防災活動には、たくさんの課題があります。
１）対策本部の設置、災害時の情報網、等です。
２）管理センターとの連携、
３）長期間孤立した場合の物資の補給、町県の対策本部との連携
４）大地震で家屋が倒壊した時の避難所、
５）要支援家庭・負傷者への対応、

何時、どのような規模で災害が起きるかは、予知できませんが、その時、被害を
少なくし、１人でも多く生き延び、被災後の生活の維持等、少しでも自主防災会が
役に立てばと考えています。
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７地区では、吉橋さんを窓口に地区の皆さんの協力のもと、活発な防災活動を
されています。
その一環として、ダイヤランドでは、ペットを飼っておられる方も多く、人だけ
ではなく、ペットの管理も重要な問題ではないかということで、７地区では
ペット相談係を創設されました。担当は、青木幸子さんと久保田幸子さんの２名
です。現在、７地区を対象とされていますが、もし、他の地区でもご相談があれば
乗って頂けるとのことなので、関心をお持ちの方は、相談されてみてください。
青木幸子さんは、環境省から認可されている「公益財団法人 日本愛玩動物協会」
認定の「愛玩動物飼養管理士」の資格をお持ちです。（注 1）
久保田幸子さんは、犬の看護師さんをされておられたそうです。（川原記）
注１：2012/11/19 に内容を追加

ペット防災について心懸けたい事
No 項目 内容

１ 日常の管理 ①体調管理
②予防接種
③適正環境
④迷子札の装着、等

２ 社会化やしつけ ①クレートトレーニング・友好的・基本マナー等）

３ 備蓄品の用意 ①薬や療法食（持病やアレルギー対策）
②食料と水
③飼育手帳（かかりつけ医・登録番号・病歴等）
④衛生用品（抜け毛・臭い対策等）

４ 助け合える仲間作り

青木幸子さんへの連絡先 Ｌｏｔ．Ｎｏ．５５－４２５
Ｔｅｌ ９７４－００１８

出張先で出会った心に響く言葉・・その１

いい加減だと 言い訳が出る。

中途半端だと 愚痴が出る。

一生懸命だと 知恵が出る。

場所 福岡県糟屋郡篠栗町「南蔵院」にて 川原徳重

月日 ２０１２年 １０月１３日（土）

３．ペット防災について心懸けたいこと ・・・・・ 青木幸子
愛玩動物飼養管理士（環境省）
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開催行事のお知らせ

行事名 秋のクリーン作戦のお知らせ
開催場所 １）近くのゴミステーション

２）ダイヤランドホール

日時 ２０１２年 １１月 １８日（日） ９：００～１２：００

主催者 区民の会／環境美化・文化部会 奧田伸江

対象 区民の会会員全員

内容 ～ ９：４５ 近くのゴミステーションの点検
①不法投棄、②分別状況

１０：００～１０：２０ 前回勉強会の復習 川原徳重

１０：２０～１０：５０ 勉強会「石けんで美しく」
・年末の大掃除、環境に優しい石けんで

汚れを落とします。窓硝子から食器まで
家中を石けん１つできれいに。

奧田伸江、他

１０：５０～１１：２０ 質疑応答＆懇談
・ごみ問題、環境問題、身近な事等

出席者全員で、話合いましょう。

備考 お土産に、固形石けんを用意しております。
雨天時は、１０：００からの勉強会から実施します。

行事名 救護班及び・給食班の勉強会のお知らせ 自主防災会 西村明男
開催場所 南箱根ヴィラ（旧松坂屋ヴィラ）桜公園前

日時 ２０１２年１１月２８日（水） １３：００～

主催者 区民の会／自主防災会／救護班・給食班 小桜景如

対象 ・以前から活動されている救護・給食班の方
・新しく救護・給食作業に関心をお持ちの方

内容 救護班・給食班は、災害時協力して活動をする必要があり、勉強会も
合同で実施することと致しました。
去る１０月３１日に再編後、最初の打合せを実施しました。
事前の連絡が十分でなかったので、全地区の方がに通知することが
できなかった中での開催でしたが、４０名の方にお集まり頂き、初顔
合わせと今後の活動について打合せをしました。次回は下記の内容で
勉強会を実施致します。救護・給食担当の方及び関心をお持ちの方は
是非ご参加下さい。

救護・・・三角巾の使用方法についての練習
給食・・・携帯コンロとフライパンで、簡単で美味しい炊飯等

４．お知らせ ・・・・・ 広報部会 川原徳重
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行事名 アマチュア音楽家の為の発表会
開催場所 ダイヤランドホール

日時 ２０１２年 １２月 １日（土） １３：３０ 開場
１４：００～１６：００

主催者 区民の会／環境美化・文化部会 奧田伸江

対象 区民の会会員全員

内容 発表内容 ： ① 子供達のピアノ
② しの笛
③ フルート
④ ビオラ・チェロ
⑤ 声楽
⑥ コーラス、等

コメント 初めての試みです。皆様お誘い合わせの上、お越し下さい。
「来年は、私も出演」という前向きの気持ちと元気がもらえるかも
しれません。

行事名 地域防災訓練のお知らせ
開催場所 各地区の集合場所に集合後、訓練会場（センター社員駐車場）

日時 ２０１２年 １２月９日（日） ９：００～１２：００

主催者 区民の会／自主防災会 西村明男

対象 区民の会会員全員

内容 ９：００ ①各地区の集合場所に集合
②訓練会場（センター社員駐車場）へ移動します。

（移動は、集合時間を考慮し、徒歩にこだわらず車
での移動等を含め、適時移動してください。）
（訓練会場へ集合。全地区より移動）

９：３０ 開会挨拶 （防災会長）

９：４０ 体験訓練 １）救急救護訓練（救護班・給食班）
２）災害時を想定した炊き出し訓練

フライパン、鍋等を利用した炊飯
２班に分かれて、交互に体験して頂き
ます。

ダイヤランドホールへ移動

１１：００ 勉強会
演題：「来るべき東南海・東海地震に備えて！！」

貴方の家の備えは、大丈夫ですか？
講師：函南町／総務課長補佐／防災監 佐野章夫 氏
（予定）

備考 ①当日が、雨天の場合は、勉強会（１１：００より）のみ開催します。
②当日、訓練会場にて、炊き出しご飯・インスタントスープの試食を

致します。
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- 16 -

区民の会／広報部会では、昨年より、文化の杜ダイヤランドに住んでおられる
技能者による「ダイヤランド大学」を創設すべく、活動をしようと思っていますが
講義場所の契約がなかなか進まず、足踏み状態です。でも、工房を持っておられる
方は独自で、活動を続けておられます。
その１つが、櫻井靖子さんが代表者である「藍工房やす」です。
今回、１１月１，２，３日に「工房移転１０周年記念の特別企画展」を開催されま
したのでその状況を報告させて頂きます。

まず＜藍工房やす＞の紹介からさせて頂きます。ホームページからの引用です。

＜藍工房 やす＞は、藍染め作家・櫻井靖子が主催する藍染め工房です。

概要
日本の染色の中にある形をデザインし、クッションや暖簾などのインテリア用品
やジャケットやブラウスといった洋服、帽子やバックなどの小物など幅広く作品
として展開しています。
デザイン、型紙彫り、染め・・・までの作業を一貫して行っています。

こだわりの技法
従来の藍染め製品は、藍と白で染め上げるものがほとんどです。
＜藍工房やす＞では、「藍返し」という技法を用いて、薄い藍色の上にもう１度
糊置きをして、藍のグラデーション（濃淡）を作り出しています。

環境に優しい材料
徳島県無形文化財保持者・佐藤昭人氏の染料「すくも（天然藍の原料）」を使用
し、天然の木灰汁発酵建てをしている本藍です。
餅粉に石灰を混ぜた糊を使い、綿や麻、絹といった天然繊維の生地に染めて
います。

頂いた案内状には、藍染め体験が１日
２回(10:00/13:00)あるということで
１１月１日の１３時頃伺いました。
既に、多くの方（全て女性）来られて
いました。ダイヤランドにお住まいの方
から、関西から来られた方もおられました。

藍染め体験は、靖子先生を中心に生徒
さんも手伝いながら、初心者の方を
楽しく、和やかに教えておられました。

写真の右側が、櫻井靖子さんで、左側が
ダイヤランドにお住まいの地主さんです。
８０歳を越えて、まだまだ興味を持てる
ものに挑戦される姿に頭が下がります。

作業の合間、合間に美味しいコーヒーブレークがあり、藍染めの話だけでなく
老後の話等で花が咲いているようでした。又、鳥も話しに加わっていました。
皆さん忙しそうでしたが、もっとも忙しくされていたのがご主人でした。送り迎え
から、いろんなものの準備と黒子に徹した献身ぶりにも頭が下がりました。

＜藍工房やす＞への連絡
住所 田方郡函南町南箱根ダイヤランド２３－２２０
電話 ０５５－９４５－０１７３
URL http://aikoubou-yasu.sakura.ne.jp

５．ダイヤランド内でのカルチャー活動の御紹介 ・・・・ 広報部会 川原徳重
「藍工房やす」
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６．区民の会ホームページの御紹介 ・・・・ 広報部会 吉原英文
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１．環境整備作業月別出動回数
この号では、下記表の７月後半から１０月前半までを新しく書き込みました。
１）９月前半は、豪雨時の水路作業がありました。
２）住民の方からのクレームも対応できるものから、順次作業がされている様子が

わかります。
３）車による道路清掃担当者も、慣れてきたようですね。

７．管理会社関連報告 ・・・・・ 広報部会 川原徳重
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２．ゴミステーション別月度毎生ごみ指定袋入替枚数統計とワースト順位
この号では、８月、９月、１０月の統計を新しく書き込みました。
１）今年は、マナーを守らない人が多く入替枚数が、例年より多くなっています。
２）相変わらず１位は、Ｎｏ．３０です。
３）Ｎｏ．７がワースト５の上位に定着しそうです。
４）今迄、１位、２位で落ち着いていたＮｏ．３が３位になりました。
今後も、皆様の監視の目をお願いします。
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今日は、１１月８日です。出張で原稿作成が、ギリギリになってしまいました。
明朝、印刷屋さんに渡せば、なんとか１１月１３日夕方に受取、班別に区分け配布して、
１１月１５日の配布に間に合いそうです。なんとか責任を果たせました。よかった。

会報「ダイヤランド区民の会」 第３４号 発行 区民の会 広報部会
編集責任者 川 原 徳 重

２０１２年 １１月 １５日 発行 印刷 有限会社 日進印刷

８．ダイヤランド区民の会／今後の行事予定表 ・・・広報部会 川原徳重

７．編集後記 ・・・・・ 広報部会 川原徳重
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